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第二次選考合格発表 入学センターWebサイト（下記）で発表します。

9月22日（木）

9月30日（金）

11月11日（金）

11月20日（日）

12月9日（金）

　  ～ 出 願（郵送による受付）
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以下の１～４の「すべて」に該当する者

▶ 早稲田大学 入学センター  Webサイト  https://www.waseda.jp/inst/admission/▶ 早稲田大学 社会科学部  Webサイト  https://www.waseda.jp/fsss/sss/

7月  下旬 入試要項公開（予定）

第一次選考合格発表 入学センターWebサイト（下記）で発表します。

入学手続（一次） 登録料（入学金相当額）および学費等を振り込むことで完了します。
※3月中旬に二次手続があります。

第二次選考（試験選考） 早稲田キャンパスで行います。 小論文  ＋   面 接

＊下記のスケジュールは変更になる可能性があります。
　最新情報は入試要項および社会科学部Webサイトを必ず都度ご確認ください。

出身学校(長)からの推薦書を必要とせず、高等学校または中等教育学校後期
課程在学中のさまざまな活動歴をもとに、受験生の皆さんが「自分自身を社
会科学部に推薦する」入試制度です。
全国で初めて(1989年)、社会科学部が、受験生の“個性”を評価するために
創設しました。それとともに、“地域性”を重視し、日本全国を7つの地域ブロッ
クに分け、各ブロックから5名程度の合格者を出すことを目標にしています。
“個性”と“地域性”を二本柱とする「全国自己推薦入学試験」へ、 積極的に
チャレンジしてください。 

2022年3月に高等学校または中等教育学校後期課程を卒業した者、または2023年3月に卒業見込の者。
2022年3月に卒業した者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における全体の評定平均値が4.0
以上の者、2023年3月に卒業見込の者は、1年1学期または前期から、3年（4年制定時制は4年）1学期または
前期までの全体の評定平均値が4.0以上の者。

2022年3月に卒業した者は、高等学校または中等教育学校後期課程卒業時における調査書記載の欠席日数
が45日(4年制定時制は60日)以内の者、2023年3月に卒業見込の者は、1年1学期または前期から、3年(4年
制定時制は4年)1学期または前期までの調査書記載の欠席日数が45日(4年制定時制は60日)以内の者。
高等学校または中等教育学校後期課程在籍期間の活動において、次の一つ以上に該当する者。ただし資格に 
関してのみ、高等学校または中等教育学校後期課程在籍期間以前に取得したものによる出願も受け付ける。
■学芸系もしくはスポーツ系クラブに所属し、都道府県以上の大会・コンクール・展覧会等において優秀な   
　成績を収めた者。
■生徒会活動において、めざましい活躍をした者。
■資格（語学検定や、財務・会計資格など）を有する者。
■その他、学校外での諸活動（クラブ活動・ボランティア活動等）において、めざましい活躍をした者。
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※新型コロナウイルス感染拡大の影響による休校措置等の事情により、出願資格に定める期間の評定平均値を算出することが困難な場合に限り、その期間を除いた
　評定平均値での代用を認める。また、その場合は調査書の備考欄にその期間および状況を記入すること。

※新型コロナウイルス影響拡大により大会等が開催されていない場合でも、大会等に出場予定あるいは出場見込みがあったことを示す客観的根拠があれば出願資格
　ありとみなす。詳細は入試要項を確認のこと。

12月12日（月）～
12月19日（月）

学部Webサイト（左ページ下）で入試要項の公開を予定しています。
出願書類の作成、活動記録の裏付けとなる資料の収集等には時間が
かかるので、余裕を持って早めに入手してください。

入試要項にしたがって出願書類を作成し、郵送で提出します。
第一次選考（書類選考）の検定料は10,000円（第二次選考の検定料は
25,000円）です。以下の諸点を考慮のうえ、選考します。
●成績評価  ●活動記録（大会記録･生徒会活動･学校外での諸活動･資格など）
●出席状況  ●その他

高校ではどのような活動をしていましたか？
　主に二つの活動をしていました。一つ目は、
生徒会活動です。二つ目は、群馬県立女子大学
が主催する高校生グローバル人材育成事業「明
石塾」での研修です。
　まず、生徒会活動に関しては、生徒会長として
他の生徒会役員と協力しながら例年行われる体
育祭や予餞会などの企画、運営を行っただけで
なく、新たに二つの企画を行いました。一つは、
群馬県伊勢崎市にある障害者施設「ぶどうの樹」
との共同企画の展開です。具体的には、食品や
手芸品を校内で販売し、売上を施設に寄付いた
しました。販売企画を通じて、生徒は地元の取
組に関心を持つという精神的な成果のみならず、
物質的な成果ももたらすことができました。もう
一つは、「捕食ルール」の確立です。昼食時以外
の喫食は禁止されていましたが、捕食は生徒の
体力や学力の向上に有為であると考え、教職員
だけでなく、歯科医や保健師の方々とも協議し、
捕食の影響を多角的に検討しました。確立まで
の過程で、討議を重ねるごとに、生徒各人の主
体性の尊重や、学年の差異を考慮した規制範囲
の調整など多くの論点が生じ、ルール作りの難し
さや多様な視点の必要性を実感しました。
　次に、「明石塾」での研修に関しては、大学教
員による国際情勢や多文化理解に関する講義に
加え、国内外でフィールドワークを行いまし
た。具体的には、国際協力イベント「グローバ
ルフェスタ」を訪れ、各国の里親支援活動や難
民キャンプの現状について、各団体の職員の
方々から教えていただきました。また、海外研
修としてマレーシアとシンガポールを訪れ、現
地の学生等と自国文化に関するプレゼンテー
ションを通して文化交流を行ったり、マレーシ
アのJICA事務所では、現地の伝統文化復興をか
けて行われた伝統工芸品の市の設営、商品の運

搬などを支援するボランティア活動について学
んだりしました。本研修により、政府や国際機
関による公的支援のみならず、民間による実地
的な支援が、現地の多種多様な問題へ柔軟にコ
ミットしていることを学びました。

社会科学部を志望し、「全国自己推薦入試」で受
験しようとしたのはなぜですか？
　理由は二つあります。
　一つ目は、「明石塾」でのマレーシア研修の経
験から、一事業を行うためには、多領域の学問
知識が必要不可欠であると考えたからです。例
えば、「海外で現地の方々と協力して伝統文化を
復興するためにものを売りたい」となれば、当
該伝統文化の魅力を探るためにその地域の歴史
を振り返ったり、顧客がお金を出してでも買い
たいと思える製品にするために、その地域に暮
らす住人の顧客ニーズを探る調査を行なった
り、現地の方と親密に交渉するためにその地域
の言語を習得したりなど、顧客が製品を手にす
るまでの様々な基盤づくりにおいてです。ま
た、上記の事業が分業制であっても、多領域の
学問知識を包括的に身に付けていることで、
チームをまとめ上げる役割を担うことにも資す
ると考えます。
　二つ目は、「全国自己推薦入試」が、これまで
積み上げてきた実績を評価していただける入試
制度であるからです。

実際に社会科学部に入学してみて、
どう感じていますか？
　まず、科目履修に関しては、自由でありシビ
アであると感じています。多領域の学問を包括
的に学ぶことのできる環境は揃えられており、
履修する科目の統一性は求められません。しか
し、自身の経験や入学時の興味、関心から2,3
年後の将来を想い描き、専門的に学びたいこと
を長期的に見据えた主体性が求められると考え
るからです。
　次に、授業に関しては、留学生と学ぶ機会が
多くあり、様々な出自の学生等と共に繰り広げ
るグループワークやディスカッションは刺激的
であり、充実感を得ています。

現在、力を入れて取り組んでいることは
なんですか？
　主に法学と経済学の学修です。
　まず、法学の学修内容に関しては、日本国憲
法の成立過程や基本原理を大日本帝国憲法のも
のと比較、分析したり、刑事訴訟法と刑法の条
文が過去の刑事事件や刑事裁判でどのように解
釈、適用されてきたのかを学んだりしています。
また、自動運転技術や終末期医療などに関する
法律上の論点について実社会との繋がりを意識
しながら学修しています。さらに、アメリカに
おける立法制度を留学生等と共に学んでいま
す。アメリカにおける立法制度を学ぶことで、
日本における立法制度との共通点や相違点に気
づくことができ、自国の国会の働きについても
同時に理解を深めることができています。
　次に、経済学の学修内容に関しては、基礎段
階として、ミクロ経済学では市場メカニズムや
政府による公共投資の意義について幾つかの理
論を用いて論理的に学び、マクロ経済学では
GDPの幾つかの算出方法や経済活動を行う主体
間でのカネや財の流れなどを学んでいます。
　上記の通り、法学と経済学という学修内容の
大きく異なる二学問の学修に励んでいます。
2年生以降のゼミナール活動や専門実習のため
に、「確かな知識」、多領域の学問知識から生ま
れる「豊かな発想力」や「鋭い洞察力」を養ってい
きたいです。

これからの受験生へ向けて、
一言お願いします！
　「全国自己推薦入試」では、自分は何に興味が
あり、何になりたくて、何がしたいのかなど自
己分析を徹底することが大切だと思います。皆
さんは受験勉強でお忙しいと思いますが、自分
自身と向き合う時間を少しでもつくることで、
自分の強みを見つけることができ、目指してい
る結果に近づくことが出来ると思います。一日
一日を大切に頑張って下さい。

全国自己推薦入学試験とは
個人の優れた資質と活動実績のある者を
幅広く日本国内および世界より求めています。

2021年度入学  
群馬県・伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校　卒業

星野 騎士 さん
ほ し の な い と

確かな学力
広く深い社会への知的な
関心・想像力・探究心、
論理的思考力、それらを
支える確かな言語・数量・ 
情報の知識と技能

課外活動の経験による
自己管理、自己修正、

チームワーク、困難な課題に
立ち向かう勇気、
やり遂げる力

実践力
自己内で対話する力、
忍耐力、道徳、他者との

共感的理解、多様性や新しい
考えに開かれた態度、
自立的活動力

豊かな人間性


